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統一省エネルギーラベルの例（電気冷蔵庫）

③年間の目安電気料金
・エネルギー消費効率（年間消費電力量等）をわかりや
すく表示するために年間の目安電気料金で表示。
電気料金は、（社）全国家庭電気製品公正取引協議会

「電気料金新目安単価」から1kWhあたり22円

新目安単価」から1kWhあたり22円

（税込）

①多段階評価
・多段階評価基準は市販されている製品の省エネ基準
達成率の分布状況に応じて定められており、省エネ性
能を5段階の星で表示する制度です。省エネ性能の高
い順に5つ星から1つ星で表示。

・トップランナー基準を達成している製品がいくつ星以
上であるかを明確にするため、星の下のマーク（ ）
でトップランナー基準達成・未達成の位置を明示。

②省エネルギーラベル

ノンフロン電気冷蔵庫はノンフロンマークを表示。

本ラベル内容が何年度のものであるかを表示。

として算出。

メーカーなどがそれぞれの製品の省エネ性能をお知ら
せしているものです。

「統一省エネルギーラベル」チェックポイント
多段階評価制度

統一省エネルギーラベルは、「省エネ型製品情報サイト」からダウンロードできます。
http://www.eccj.or.jp/cgi-bin/real-catalog/index.php

「統一省エネルギーラベル」
が表示される製品

小売事業者が製品の省エネ情報を表示するための制度が2006年 10月から開始されました。
制度内容は、製品個々の省エネ性能を表す省エネルギーラベリング制度、市販されている製
品の中で相対的に位置づけた多段階評価制度、年間の目安電気料金（または目安燃料使用量）
等を製品本体またはその近傍に表示するものです。

統一省エネルギーラベルはトップランナー基準に基づいて決定されているため、この基準が改正さ
れた場合には、多段階評価基準も見直されます。また、多段階評価基準は、設定した当時の市場に
おいて相対的に比較できるように設定されているので、省エネ基準達成製品が相当数増加した場合
や5つ星の機種が大半を占めるなど比較が難しくなっている場合にも見直されます。

2010年4月、テレビの多段階評価基準が改定され、
蛍光灯器具（家庭用）が新たに追加されました。

小売事業者表示制度

「統一省エネルギーラベル」のご案内

エアコン テレビ 電気冷蔵庫 電気便座 蛍光灯器具
（家庭用）

新規追加新基準



蛍光灯器具（家庭用）テレビ
旧・多段階評価基準

液晶テレビ・プラズマテレビ
多段階評価 省エネ基準達成率

★★★★★ 164％以上

★★★★ 143％以上 164％未満

★★★ 121％以上 143％未満

★★ 100％以上 121％未満

★ 100％未満

　　　　　　新・多段階評価基準
液晶テレビ・プラズマテレビ

多段階評価 省エネ基準達成率

★★★★★ 100％以上
★★★★ 83％以上 100％未満
★★★ 66％以上 83％未満
★★ 49％以上 66％未満
★ 49％未満

117

2,570

年間消費電力量

117kWh/年

130 105.7lm/W

3,260

エネルギー消費効率

蛍光灯器具（家庭用）
多段階評価 省エネ基準達成率

★★★★★ 124％以上
★★★★ 112％以上 124％未満
★★★ 100％以上 112％未満
★★ 79％以上 100％未満
★ 79％未満

新規追加

　　　　　　　エアコン
エアコン

多段階評価 省エネ基準達成率
★★★★★ 109％以上

★★★★ 100％以上 109％未満

★★★ 90％以上 100％未満

★★ 80％以上 90％未満

★ 80％未満

　　　　　　　電気冷蔵庫
電気冷蔵庫

多段階評価 省エネ基準達成率
★★★★★ 144％以上

★★★★ 122％以上 144％未満

★★★ 100％以上 122％未満

★★ 83％以上 100％未満

★ 83％未満

　　　　　　　電気便座
電気便座

多段階評価 省エネ基準達成率
★★★★★ 150％以上

★★★★ 125％以上 150％未満

★★★ 100％以上 125％未満

★★ 78％以上 100％未満

★ 78％未満

テレビの多段階評価基準
（5つ星評価基準）が変わったのはなぜですか？
テレビジョン受信機については、2010 年 4月に新たなトップランナー
基準が施行されることから、新基準に基づく多段階評価基準を策定しま
した。

蛍光灯器具（家庭用）の多段階評価
（5つ星評価基準）が追加されたのはなぜですか？
蛍光灯器具（家庭用）については、年間消費電力量が多く、機器ごとの省
エネ基準達成率のばらつきが大きいことから、省エネ性能が相対的に比
較しやすいよう、2010年 4月から多段階評価対象機器に追加しました。
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